








































武 市 泰 彦
Expectations of Teachers’ Knowledge of the Field of Information at the Time of Employment
Yasuhiko TAKEICHI
ABSTRACT
Knowledge of information technology deemed necessary in educational settings changes daily as
it keeps pace with the rapid advancement in information technology. Currently, it remains unclear as
to what kind of knowledge and information processing skills are required of educators.
In this study, using question and answer choices that are asked regularly on teacher employment
exams, I classified sets of terminology and terminology explanations and extracted information tech-
nology knowledge that teachers are expected to possess.
From teacher employment exams given over the past14 years, I was able to extract351 terms.
I then organized these terms into 11 groups and confirmed that the percentage of questions related
to technical terminology is decreasing, whereas the percentage of questions related to communication
terminology terms is increasing.
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問 選択肢 問と選択肢の関係 分類
用語 A 用語 Aの適切な説明 用語 A＝用語 Aの適切な説明 用語 Aを細目分類大，小で分類
用語 A 用語 Aの不適切な説明 用語 A≠用語 Aの不適切な説明 分類に追加，せず
用語 A 用語 Aの不適切な説明 用語 A≠用語 Aの不適切な説明 分類に追加せず
用語 A 用語 Aの不適切な説明 用語 A≠用語 Aの不適切な説明 分類に追加せず
（規則2）問で用語 Aを提示し，4択の選択肢から用語 Aを説明しない内容を選択する設問の場合
問 選択肢 問と選択肢の関係 分類
用語 A 用語 Aの適切な説明 用語 A＝用語 Aの適切な説明 用語 Aを細目分類大，小で分類
用語 A 用語 Aの適切な説明 用語 A＝用語 Aの適切な説明 用語 Aを細目分類大，小で分類
用語 A 用語 Aの適切な説明 用語 A＝用語 Aの適切な説明 用語 Aを細目分類大，小で分類
用語 A 用語 Aの不適切な説明 用語 A≠用語 Aの不適切な説明 分類に追加せず
（規則3）問で用語 Aを提示し，4択の選択肢から用語 Aを説明する内容を選択する設問の場合
問 選択肢 問と選択肢の関係 分類
用語 A 用語 Aの適切な説明 用語 A＝用語 Aの適切な説明 用語 Aを細目分類大，小で分類
用語 A 用語 Bの適切な説明 用語 A≠用語 Bの適切な説明 用語 Bを細目分類大，小で分類
用語 A 用語 Cの適切な説明 用語 A≠用語 Cの適切な説明 用語 Cを細目分類大，小で分類
用語 A 用語 Dの適切な説明 用語 A≠用語 Dの適切な説明 用語 Dを細目分類大，小で分類
（規則4）問で用語 Aを説明する内容を提示し，4択の選択肢から用語 Aを選択する設問の場合
問 選択肢 問と選択肢の関係 分類
用語 Aの適切な説明 用語 A 用語 Aの適切な説明＝用語 A 用語 Aを細目分類大，小で分類
用語 Aの適切な説明 用語 B 用語 Aの適切な説明≠用語 B 用語 Bを細目分類大，小で分類
用語 Aの適切な説明 用語 C 用語 Aの適切な説明≠用語 C 用語 Cを細目分類大，小で分類
用語 Aの適切な説明 用語 D 用語 Aの適切な説明≠用語 D 用語 Dを細目分類大，小で分類
（規則5）問で計算手順を説明する内容を提示し，4択の選択肢から計算結果の正解を選択する設問の場合
問 選択肢 問と選択肢の関係 分類
計算結果 Aのための手順 計算結果 A 計算結果 Aのための手順＝計算結果 A 用語 Aを細目分類大，小で分類
計算結果 Aのための手順 計算結果 B 計算結果 Aのための手順≠計算結果 B 分類に追加せず
計算結果 Aのための手順 計算結果 C 計算結果 Aのための手順≠計算結果 C 分類に追加せず


















































































































































































































































































図17 設問から抽出した問題の分類 細目の大の集計 全ての設問の場合 年度別の推移
























































































図20 設問から抽出した問題の分類 細目の小の主な集計 正解の設問のみ 年度別の推移
学校教員が採用時に求められる情報分野の知識についての検討
― ３１ ―
利用する場合，ユーザーが誤答した場合に提示する
解説は用語の説明そのものであり，用語と説明のセ
ットだけからユーザーが正答を選択するための知識
を習得するには不十分だと予想される。e−Learning
システムとして利用する場合には個々の用語につい
てさらに適切な解説を追加することが必要となる。
以上提起した2つの課題について，今後さらに研
究を進めたい。
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抄 録
教育現場で必要とされる情報分野の知識は，情報技術の急速な進歩に合わせて日々変化してお
り，現状どのような領域の知識や情報処理の技法が必要とされているか明確でない。
今回の研究では教員の採用試験に出題される設問を構成する問と選択肢から，用語と用語の説明
のセットを分類し，教員に求められる情報分野の知識の抽出を行った。
結果，過去14年間に行われた教員採用試験から，教員に求められる情報分野の知識として351の
用語の抽出を行うことができた。これらの用語は11のグループにまとめることができ，技術系の用
語のグループは出題比率が減少し，コミュニケーション系の用語のグループは出題比率が増加して
いることが確認できた。
キーワード：教員採用試験，情報分野，IT，ICT
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